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1The seasonal changes of Ishige okamurae Yendo and Ishige foliacea Okamura were studied in Shibazaki coast, Hayama, 
Kanagawa, Japan from June 2011 to May 2012. The maximum population density was shown in October with 0.84 
individ. per square centimeter for I.okamurae, and March with 0.43 individ. per square centimeter for I. foliacea. 
Unilocular sporangia were observed from May to December for I.okamurae, and April to August for I. foliacea. 
Plurilocular sporangia were observed from July to August for I.okamurae.       
Key index words: Ishige okamurae, Ishige foliacea,  Phaephyceae, phenological study, seasonal changes.
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褐藻イシゲとイロロの季節学的研究
Phenological study of Ishige okamurae Yendo and Ishige foliacea Okamura (Phaephyceae)
　褐藻綱イシゲ目イシゲ科イシゲ属（Phaeophyceae 
Ishigeales, Ishigeaceae, Ishige） の 2 種， イ シ ゲ 





























いて，2011 年 6 月から 2012 年 5 月まで毎月 1 回
の野外観察を行なった．そのうち，1 月のみ調査を
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2図 1．イシゲ Ishige okamurae とイロロ Ishige foliacea．1，2．腊葉標本．3．高潮時（水中）．4．低潮時（干出）．





















を Ajisaka (1989) におけるイシゲの複子嚢由来の





5-10 μmol photons m-2 s-1 (L : D=16 : 8h) のもと
培養した．
結　果
　イシゲの個体密度は，6 月に最少の 0.25 個体 /
cm2 となり，7 月には長さ数 mm の新芽が多く伸び，
それらが伸長して個体数が増加し，10 月に最多の
0.84 個体 /cm2 となった（図 7，8 矢尻）．その後，












　イロロの個体数密度は，6 月に 0.16 個体 /cm2
となり，7 月には長さ数 mm の新芽が生えた（図 7，
12 矢尻）．その後，約 5cm 以上の大形の藻体がす
べての定点において完全に脱落したため，9 月に最
少の 0.06 個体 /cm2 となり，方形枠内のイロロの
群落は，非常に小さくなった（図 13）．新芽の伸長
にともない個体数が増加し，3 月に最多の 0.43 個
体 /cm2 となり，5 月に向けて減少した．単子嚢は








4図 5．盤状部と直立部． 図 6．方形枠（25×25cm）．
図 7．2011 年 6 月から 2012 年 5 月における個体数密度の変化と成熟時期（灰色；単子嚢の
み観察，黒色；単子嚢と複子嚢を観察）．
　イシゲの盤状部は，7 月から 10 月にかけて，厚
みがあり色濃く広がっていたが，12 月は枯れて剥








最大個体数密度は，イシゲが 0.84 個体 /cm2，イロ
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5図 9．St. 5 におけるイシゲの季節消長の様子．1．方形枠周辺環境（６月）．  2．６月．  3．10 月． 4．12 月． 5．３月（2012）． 
6．５月（2012）．
図 8．St. 5 におけるイシゲの新芽の様子（矢尻）．  1．新芽（7 月）．  2．伸長（8 月）．3．伸長（10 月）．4．伸長（12 月）． 
          5．脱落 3 月（2012）．6．新芽 5 月（2012）．
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6図 11．イシゲの複子嚢由来の遊走子とその初期発生．1．放出された遊走子（藻体左側の茶色の部分；矢印）． 2．遊走子． 


















7 月に複子嚢のみ，静岡県熱海では 9 月に単子嚢の
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7図 12．St. 7 におけるイロロの新芽の様子（矢尻）．1．芽生え（7 月）．2．伸長（10 月）．3．12 月．4．2 月（2012）．
             5．3 月（2012）．6．5 月（2012）．
図 13．St. 7 におけるイロロの季節消長の様子．1．方形枠周辺環境（6 月）．2．6 月．3．9 月．4．12 月．5．3 月（2012）．
6．5 月（2012）．
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8月から 12 月まで 8 ヶ月間，複子嚢は 7，8 月に観
察され，加太湾以外における報告とは，ほぼ一致
する結果となった．イロロは，新崎（1943）の報
告では，愛知県三河湾において 4 月から 8 月まで
単子嚢が観察されており，本研究の結果と一致し
た．しかし，韓国では，今回観察できなかった複
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